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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光照射部を下部に有し、前記光照射部の外周縁部にフランジ部が設けられた器具本体と
、
　前記器具本体の内部に設けられた光源部と、
　前記フランジ部の周方向に複数配設され、前記フランジ部の上方から斜め上方に向けて
形成された取付バネ部と、を備えた埋込型照明器具であって、
　前記フランジ部の上部を覆う第一シール部材を設け、前記第一シール部材に取付バネ部
に対向する凹部を設けたことを特徴とする埋込型照明器具。
【請求項２】
　取付壁部の取付孔に補助枠を介して取り付けられる請求項１記載の埋込型照明器具であ
って、
　前記補助枠は、取付壁部の取付孔周縁に当接される枠体と、
　前記枠体を取付孔に固定する固定具と、
　前記枠体の上面に配設され、前記取付孔周縁に密接する第二シール部材と、を備えるこ
とを特徴とする埋込型照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、埋込型照明器具に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、天井面等の取付壁部に形成された取付孔に埋め込まれて設置される、埋込型照明
器具が知られている。また、この種の埋込型照明器具として、光を出射させる開口部が下
部に形成された器具本体と、器具本体の内部に設けられた光源部と、開口部の外周縁部に
形成されたフランジ部とを備え、取付壁部に対する固定手段として、取付バネ部を備えた
ものが知られている（例えば、特許文献１参照。）。取付バネ部は、フランジ部の周方向
に複数配設されており、フランジ部の上方から斜め上方に向けて形成されている。
【０００３】
　取付バネ部を備えた埋込型照明器具を取付壁部に設置する手順は、まず、取付バネ部の
弾性力に抗して手指で各取付バネ部を器具本体の中心方向に窄め、その状態で器具本体と
各取付バネ部とを取付孔に挿入する。そこで各取付バネ部を窄めていた手指を離すと、各
取付バネ部は取付孔の縁部に当接する。器具本体を上方に押し上げていくと、各取付バネ
部が取付孔の縁部に当接しながら、各取付バネ部は弾性的に復元して拡開していく。そし
て、取付バネ部が更に拡開しようとする弾性的な付勢力により、器具本体は上方に引き上
げられることとなり、フランジ部が取付壁部に圧接した状態となって、埋込型照明器具が
取付壁部に設置されるのである。よって、開口部付近に近接する位置に光照射部が設けら
れており、下方から照明器具内部に手を入れて取付操作することが出来ない埋込型照明器
具であっても、取付壁部に取り付けることが出来るのである。
【０００４】
　ところで、近年、建具や天井面と壁の接合部分のすき間を少なくして、室内等の気密性
を高め、省エネルギー効果と快適性を両立させることを目的とした高気密住宅等が多く建
設されている。このため、天井面等の取付壁部に埋込型照明器具を設置する場合であって
も、室内と天井裏等との間を確実に密閉し、室内等の気密性を確保することが求められて
いる。
【特許文献１】特開平１０―６９８１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、取付バネ部を設けた埋込型照明器具を、取付バネ部の押し上げ力によっ
て取付壁部に圧接した状態とした場合にも、フランジ部と取付壁部との間に隙間が生じる
ことがあった。このため、室内と天井裏等との間を密閉することが困難であり、室内等の
気密性を確保することが困難であった。
【０００６】
　本発明は、前記課題を解決するためになされたものであって、フランジ部と取付壁部と
の隙間をなくすことで、室内と天井裏等との間を確実に密閉し、室内等の気密性を確保す
ることのできる埋込型照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【０００８】
　即ち、請求項１においては、光照射部を下部に有し、前記光照射部の外周縁部にフラン
ジ部が設けられた器具本体と、前記器具本体の内部に設けられた光源部と、前記フランジ
部の周方向に複数配設され、前記フランジ部の上方から斜め上方に向けて形成された取付
バネ部と、を備えた埋込型照明器具であって、前記フランジ部の上部を覆う第一シール部
材を設け、前記第一シール部材に取付バネ部に対向する凹部を設けたものである。
【０００９】
　請求項２においては、取付壁部の取付孔に補助枠を介して取り付けられる請求項１記載
の埋込型照明器具であって、前記補助枠は、取付壁部の取付孔周縁に当接される枠体と、
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前記枠体を取付孔に固定する固定具と、前記枠体の上面に配設され、前記取付孔周縁に密
接する第二シール部材と、を備えるものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の効果として、以下に示すような効果を奏する。
【００１１】
　請求項１に記載の発明においては、フランジ部の上部を覆う第一シール部材を設け、第
一シール部材に取付バネ部に対向する凹部を設けたため、取付バネ部との干渉による第一
シール部材の撓みを防止することができ、撓みによる密閉性の低下を防止できる。また、
取付バネ部から離隔した領域では、天井面側への引き上げ力が相対的に弱く、第一シール
部材の接触圧力が低下するが、この領域では、第一シール部材に幅及び厚みを持たせるこ
とができ、密閉性を確保することができる。よって、室内と天井裏等との間を確実に密閉
し、室内等の気密性を確保することができる。
【００１２】
　請求項２においては、補助枠を介して器具本体を取付壁部に取り付ける場合であっても
、器具本体側及び補助枠側に設けられた第二シール部材によって、器具本体と補助枠との
間、及び補助枠と取付壁部との間の密閉性が確保される。よって、室内と天井裏等との間
を確実に密閉し、室内等の気密性を確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次に、発明の実施の形態について図を用いて説明する。
【実施例１】
【００１４】
　本発明の実施例１に係る埋込型照明器具１１について、図１から図６を用いて説明する
。実施例１の埋込型照明器具１１は、取付壁部としての天井面１に形成された丸型の取付
孔２に埋め込まれて設置されるものである。以下の説明では、上下方向は、天井面１に設
置された状態における上下方向として説明する。埋込型照明器具１１は、図１から図４に
示すように、器具本体２１、フランジ部４１、光源部５０、取付バネ部としての主取付バ
ネ部６１と副取付バネ部６２、及び、第一シール部材４２を有している。
【００１５】
　器具本体２１は、器具主体２２と下部枠体３１とを有しており、器具主体２２と下部枠
体３１は、熱伝導性を有するアルミニウム等の金属素材を用いて形成されている。器具主
体２２は、円筒状の側壁部２３と、底板部２４とを有しており、器具主体２２の内部には
、光源部５０の光源であるＬＥＤ５３を点灯させる点灯装置（図示せず）が収容されてい
る。器具主体２２の天部は、金属板で形成された天板部２５が固定されて閉塞されており
、天板部２５から外側に延設された部分には端子台２６が設置されている。端子台２６に
は、外部電源からの電線（図示せず）が電気的に接続される。また、端子台２６と点灯装
置は、側壁部２３を貫通する電線（図示せず）によって電気的に接続されている。器具主
体２２の底板部２４の下面は、下部枠体３１と、光源部５０とが装着される構成である。
【００１６】
　下部枠体３１は、器具主体２２の底板部２４の下部に、下部枠体固定ボルト８２によっ
て固定されるとともに、光源部５０が装着される部分である。下部枠体３１は上板部３２
、光照射部としての開口部３３、フランジ部４１を有している。上板部３２には、光源部
５０の光を通すとともに、レンズ５４が装着される光源用孔部３４が、同一円周上の５箇
所に等間隔に形成されている。下部枠体３１の下部は、漸次拡開させた末広がりの形状に
形成されており、光源部５０からの光を出射させる光照射部としての開口部３３が形成さ
れている。開口部３３から内側にかけては、光源部５０からの光を反射させる反射面３５
となっている。フランジ部４１は、図２、図３に示すように、埋込型照明器具１１を天井
面１の取付孔２に設置した状態で天井面１に接触する部分であり、開口部３３の外周縁部
に形成されている。
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【００１７】
　光源部５０は、略平面状の照射面５１を備えており、器具本体２１の内部であって開口
部３３に近接する位置に、略平面状の照射面５１が位置するように設けられる。光源部５
０は、基板５２、レンズ５４、導光板５６、スペーサ－５８を有している。基板５２は、
下部枠体３１の光源用孔部３４に対応するように、光源としてのＬＥＤ５３を同一円周上
の５箇所に等間隔に備えている。基板５２と点灯装置（図示せず）は、電線（図示せず）
によって電気的に接続されている。レンズ５４は、ＬＥＤ５３からの光を透過させて、照
射面５１を形成する部材である。レンズ５４は、透光性を有する樹脂素材等で形成されて
おり、上面側にはＬＥＤ５３に対応した収容部５５が形成されている。導光板５６は、レ
ンズ５４を保持して下部枠体３１に固定する部材であり、レンズ５４を保持する位置にレ
ンズ保持用孔５７が形成されている。また、導光板５６は、透光性を有する樹脂素材等で
形成されており、レンズ５４からの光によって下部が明るくなるように構成されているた
め、レンズ５４とともに平面状の照射面５１を構成する。下部枠体３１と導光板５６とは
、中央の導光板固定ボルト８１によって固定されている。スペーサ－５８は、導光板５６
と下部枠体３１の間に介設され、導光板５６と下部枠体３１の間の間隔を調整する部材で
あり、レンズ５４と干渉しないようにレンズ挿通孔５９が形成されている。尚、本実施例
では、照射面５１が略平面状のものを説明したが、照射面５１は略平面状のものに限られ
ず、例えば、照射面５１が上方又は下方に向けて湾曲した形状や、レンズ５４が照射面５
１に対して突出又は陥没して設けられていてもよい。また、導光板５６が透光性を有し、
レンズ５４とともに明るくなる例を示したが、これに限定されず、例えば、レンズ５４の
みが光を照射するものであってもよい。尚、器具本体２１は、以上の構成によって内部が
密閉される構造とされており、これにより、器具本体２１の内部を通って、室内と天井裏
との間で空気が流通しないようにされている。
【００１８】
　図１から図４に示すように、取付バネ部としての主取付バネ部６１と副取付バネ部６２
は、天井面１に埋込型照明器具１１を固定する固定手段であり、フランジ部４１の周方向
に複数配設され、フランジ部４１の上方から斜め上方に向けて形成される部材である。本
実施例では、１対の主取付バネ部６１がフランジ部４１の直径方向に対向するように配設
されており、１対の副取付バネ部６２が、主取付バネ部６１と９０度位相をずらせた直径
方向に対向するように配設されている。従って、本実施例では、主取付バネ部６１と副取
付バネ部６２とが、フランジ部４１の周方向に４箇所、等間隔に配設されている。主取付
バネ部６１、及び副取付バネ部６２は、いずれもステンレス素材等で形成された金属板を
屈曲させて形成されている。尚、取付バネ部の形状、取付位置、本数等については、本実
施例のものに限定されない。主取付バネ部６１と副取付バネ部６２の固定は、器具主体２
２の底板部２４と、下部枠体３１の上板部３２とで、主取付バネ部６１の端部と、副取付
バネ部６２の端部を挟持することで行う。
【００１９】
　第一シール部材４２は、フランジ部４１の上面に取り付けられ、室内と天井裏等との間
を密閉するためのものである。第一シール部材４２は、図４、図５に示すように、フラン
ジ部４１上面を覆うようにリング状に形成されており、各主取付バネ部６１、及び各副取
付バネ部６２に対向する４箇所が切り欠かれて、凹部４３が形成されている。第一シール
部材４２は、凹部４３が形成されていることにより、各主取付バネ部６１、及び各副取付
バネ部６２との干渉による撓みを防止することができ、第一シール部材４２の撓みによる
密閉性の低下を防止する。
【００２０】
　ここで、凹部４３と第一シール部材４２の密閉性との関係を説明するため、凹部の無い
シール部材１４２を設けた場合について説明する。例えば、図６に示すように、フランジ
部４１上面に、凹部の無い均一な幅のシール部材１４２を設けた場合には、シール部材１
４２は、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２の下に潜り込むようにして押し付
けられることとなり、シール部材１４２には、主取付バネ部６１及び副取付バネ部６２と
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の干渉による撓みが生じる。シール部材１４２に撓みが生じると、シール部材１４２とフ
ランジ部４１との接触面、及び、シール部材１４２と天井面１との接触面において接触圧
力が極端に低下する部分や隙間が生じ、気密性が損なわれることとなる。
【００２１】
　一方、図４に示すように、本実施例の如く第一シール部材４２に凹部４３を設けること
により、第一シール部材４２と、主取付バネ部６１及び副取付バネ部６２との干渉による
撓みを防止することができる。このため、第一シール部材４２とフランジ部４１との接触
面、及び、第一シール部材４２と天井面１との接触面において接触圧力が極端に低下する
部分や隙間が生じることを防止でき、気密性を確保することができる。
【００２２】
　尚、第一シール部材４２に凹部４３を設けると、その部分で第一シール部材４２が細く
なり、接触面積が減少する。しかしながら、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６
２付近では、器具本体２１を天井面１に引き上げようとする力が強く作用するため、第一
シール部材４２の凹部４３の周囲に加わる接触圧力も十分大きくなる。このため、凹部４
３を設けると、その部分の接触面積が減少するが、その一方で、凹部４３の周囲における
接触圧力が十分確保されるため、気密性を確保することができる。
【００２３】
　また、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２から離隔した部分では、各主取付
バネ部６１、及び各副取付バネ部６２に近い部分に比べて相対的に器具本体２１を天井面
１に引き上げようとする力が弱くなる。このため、各主取付バネ部６１、及び各副取付バ
ネ部６２から離隔した部分では第一シール部材４２に加わる接触圧力も相対的に低下する
。そこで、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２から離隔した部分では第一シー
ル部材４２の幅を広くしており、これにより気密性を確保することができる。
【００２４】
　なお、本実施例においては、凹部４３は、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６
２に対向する箇所を切り欠いて構成しているが、凹部４３の形状はこれに限定されるもの
ではない。すなわち、凹部４３は、第一シール部材４２の各主取付バネ部６１、及び各副
取付バネ部６２との干渉による撓みを回避させるものであれば良い。
【００２５】
　例えば、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２が形成される領域よりも広い領
域に凹部４３を設けることで、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２と第一シー
ル部材４２との間に間隔が生じてもよい。また、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ
部６２が形成される部分よりも若干狭い領域に凹部４３を設けてもよい。また、凹部４３
を切り欠いて、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２の夫々の基部６１ａ、６２
ａが、第一シール部材４２の下方まで抜ける構成とするのではなく、凹部４３を、第一シ
ール部材４２を一定の深さで窪ませることで形成させ、各主取付バネ部６１、及び各副取
付バネ部６２の夫々の基部６１ａ、６２ａが、第一シール部材４２に形成された窪みであ
る凹部４３に、嵌め込まれる構成としてもよい。このように、凹部４３を設けることで、
第一シール部材４２と各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２との干渉による撓み
を回避させることが出来、第一シール部材４２の撓みによるシール性の低下を防ぐことが
出来る。
【００２６】
　このようにして、第一シール部材４２が、天井面１の取付孔２の周囲において、天井面
１と埋込型照明器具１１との隙間を埋め、室内と天井裏等との間を密閉することで、室内
等の気密性が確保される。
【００２７】
　次に、取付バネ部を備えた埋込型照明器具１１を天井面１に設置する手順について説明
すると、まず、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２の弾性力に抗して手指で各
主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２を器具本体２１の中心方向に窄める。その状
態で器具本体２１と各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２とを取付孔２に挿入す
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る。そこで各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２を窄めていた手指を離すと、各
主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２は取付孔２の縁部に当接する。器具本体２１
を上方に押し上げていくと、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２が取付孔２の
縁部に当接しながら、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２は弾性的に復元して
拡開していく。そして、各主取付バネ部６１、及び各副取付バネ部６２が更に拡開しよう
とする弾性的な付勢力により、器具本体２１は上方に引き上げられることとなり、フラン
ジ部４１が第一シール部材４２を介して天井面１に圧接した状態となって、埋込型照明器
具１１が天井面１に設置されるのである。
【実施例２】
【００２８】
　本発明の実施例２を、図７、図８を用いて説明する。
　実施例２では、器具本体２１を、補助枠９１を介して天井面１に形成された丸型の取付
孔２に埋め込んで取り付ける点が、実施例１と異なっている。補助枠９１は、例えば、既
存の埋込型照明器具を取り外して、より小径の埋込型照明器具に取り替える場合に用いら
れる。前記実施例１と同一部分は同一符号を付して詳しい説明は省略する。
【００２９】
　補助枠９１は、天井面１に取り付けられるとともに、器具本体２１が装着される構成と
なっており、補助枠９１は枠体９２、支柱９３及び押え具９４とで構成される固定具９０
、第二シール部材９５を有している。枠体９２は、内筒９６にリング状部材９９が外嵌固
定されて構成されており、天井面１に形成された取付孔２周縁に当接される。枠体９２の
外径Ｌ１は、取付孔２の径よりも大きく形成される。また、枠体９２の内筒９６の内径Ｌ
２は、取付孔２及び器具本体２１のフランジ部４１の径よりも小さく、器具主体２２の径
よりも大きく形成されている。
【００３０】
　枠体９２の円周上の２箇所に、直径方向に対向するように、支柱９３が立設されており
、該支柱９３には、上下方向に長穴９７が形成されている。押え具９４は、天井面１に補
助枠９１を固定するための固定手段であり、前記長穴９７に沿って上下方向に移動可能と
なるように、支柱９３に支持されている。押え具９４は、支柱９３の外側において、一端
側が支柱９３に固定され、他端側が天井面１に当接して、天井面１を押さえる構成となっ
ており、該押え具９４と枠体９２とで天井面１を挟むことで、補助枠９１が天井面１に固
定される構成となっている。天井面１に形成される取付孔２が、器具本体２１のフランジ
部４１より大きい場合であっても、補助枠９１を介することで、器具本体２１を天井面１
に取り付けることができる。
【００３１】
　前記枠体９２の上面は、第二シール部材９５で覆われている。第二シール部材９５は、
図７に示すように、枠体９２の上面を覆うようにリング状に形成されており、支柱９３に
対応する部分が切り欠かれて形成されている。なお、第二シール部材９５は、支柱９３の
部分を切り欠いて形成されるものに限定されず、均一の幅に形成されるものであってもよ
い。補助枠９１に設けられた第二シール部材９５によって、補助枠９１と天井面１との間
が確実にシールされ、また、器具本体２１側に設けられた第一シール部材４２によって、
埋込型照明器具１１１と補助枠９１との間がシールされるため、室内と天井裏等との間が
密閉され、室内の気密性が確保される。
【００３２】
　次に、補助枠９１を備えた埋込型照明器具１１１を天井面１に設置する手順について説
明すると、まず、天井面１に補助枠９１を取り付け、該補助枠９１に器具本体２１を取り
付ける。天井面１への補助枠９１の設置は、まず、押え具９４が支柱９３に対して上下移
動可能に支持された状態で、支柱９３側から補助枠９１を取付孔２に挿入する。そして、
押え具９４の他端側を天井面１の上側に当接させた状態で、押え具９４を支柱９３に対し
て固定することで、補助枠９１を天井面１に取り付ける。補助枠９１に対する器具本体２
１の取り付けの手順は、実施例１において説明した、器具本体２１を天井面１に設置する
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【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】実施例１に係る埋込型照明器具１１の斜視図。
【図２】実施例１に係る埋込型照明器具１１の天井取付状態の正面図。
【図３】実施例１に係る埋込型照明器具１１の天井取付状態の側面図。
【図４】実施例１に係る埋込型照明器具の縦断面図。
【図５】実施例１に係る器具本体２１の第一シール部材４２の平面図。
【図６】凹部を設けないシール部材１４２を装着した埋込型照明器具２１１の縦断面図。
【図７】実施例２に係る補助枠９１の斜視図。
【図８】実施例２に係る一部を省略した埋込型照明器具１１１の天井取付状態の縦断面図
。
【符号の説明】
【００３４】
　１　　　天井面
　１１　　埋込型照明器具
　２１　　器具本体
　３３　　開口部
　４１　　フランジ部
　４２　　第一シール部材
　４３　　凹部
　５０　　光源部
　６１　　主取付バネ部
　６２　　副取付バネ部
　９０　　固定具
　９１　　補助枠
　９２　　枠体
　９３　　支柱
　９４　　押え具
　９５　　第二シール部材
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